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1975 年京大理□6  

(i) 

頂点 Aが円Oの周より外部にあるためには 1x  

円Oの中心と、辺 ACAB, までの距離は、
2

x
であるから 
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 2x  21  x  ──① 

円Oの中心と、辺 BCまでの距離は、 x2 であり、 

の範囲で 12  x を満たす。 

以上により 21  x  ……(答)  

 

(ii) 

関数 )(tF の値は、右図の網掛部の面積に等しい。 

円Oが辺 ACAB, からはみ出る部分の面積は等しく、 

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x
F で与えられる。 

円Oが辺 BCからはみ出る部分の面積は、 )2( xF  で与えられる。 

円Oの面積は、 であるから )2(
2
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   ……(答) 

 

(iii) 

212)( uuF  であるから 
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S の増減は右の通りであるから、 S を最大にする xは 

 2
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3
x  ……(答) 
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